
金
海
古
山
総
志
経
世
七

冶
四
郎
右
衛
門
以
下
七
人
天
明
五
年
の
由
緒

3
k・
微
妙
公
之
抱
一
附

頂
級
協
在
と
て
、
判
舎
の
務
を
縦
せ
た
り
。

念
度
中
治
候
。
然
者
、
鍛
冶
町
之
内
務
公
人
井
然
役
之
者
共
数
多
有
v

之
.
鍛
冶
迷
惑
仕
由
民
候
僚
、
竪
く
相
改
‘
役
致
し
候
鍛
治
共
b
見

計
可
=
相
渡
-
者
也
。

光

利

牛リ

子
五
月
四
日

浅
野
柑
村
監
殿

西
村
右
馬
之
助
殴

石

川

茂

平

殿

野
村
五
郎
兵
術
殿

右
は
究
永
一
冗
叩
子
の
年
な
る
背
中
、
延
笈
六
年
三
月
鍛
冶
四
郎
右
術
門

の
性
付

K
て
著
明
也
。
浅
野
絡
段
以
下
凶
名
は
究
永
頃
の
屋
敷
車
中
行

也
。
叉
刀
鍛
冶
共
の
由
緒
舎
に
‘
利
常
卿
の
時
居
屋
舗
を
鍛
冶
町
民

て
拝
側
被
z
仰
付
-
と
紀州帆
し
、
此
の
一
町
は
鍛
冶
共
の
拝
領
地
陀
て
.

多
分
は
刀
鍛
冶
友
り
し
と
云
ム
。
放
に
元
称
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁

昨
川
附
氏
、
鍛
冶
片
原
町
の
み
を
紀
減
し
て
、

鍛
冶
町
は
傘
げ
宇
。
叉

州
事
跡
記
花
、
下
安
江
村
の
住
吉
制
は
欝
枇
に
て
.
昔
よ
り
包
囲

の
刀
鍛
治
北
ハ
僻
授
を
譲
り
請
け
L

る
時
は
、
必
十
此
の

枇
地
へ
来

五
年
四
月
打
物
命
ぜ
ら
る
L
A

打
料
等
詮
議
牲
に
、
御
刀
銀
三
枚
、
御

脇
指
銀
二
枚
上
鍛
冶
芭
段
。
中
鍛
冶
は
上
鍛
冶
よ
り
一
割
引
・
下
鍛

治
は
中
鍛
冶
よ
り
一
割
引
之
定
。
右
直
段
何
頃
よ
り
御
定
相
成
税
不
ν

知
。
元
松
九
年
に
打
物
被
z
仰
付
-
時
も
右
之
過
に
而
・
鎖
目
は
御
刀
に

ニ
質
問
‘
御
脇
義
に
一
貨
八
百
回
宛
被
ν
下
、
入
用
茨
被
v
下
俄
は
師
iv

之
。
と
あ
り
。
十
二
冊
定
牲
に
絞
せ
た
る
元
称
七
年
の
合
所
動
方
艇

に
、
営
地
鍛
冶
共
御
道
具
被
ι一
仰
付
v

刻
、
大
坂
よ
り
鍛
取
寄
せ
、
残帥酬

は
古
物
救
許
足
腿
へ
相
波
。
な
ど
見
口
た
り
。
校
十
る

K
、
刀
鍛
治

の
打
料
左
ど
の
定
も
、
利
常
卿
御
苑
逝
以
後
の
事
友
る
べ
く
、
政
治

以
前
は
務
用
の
刀
叙
は
勿
倫
、
務
士
よ
り
設
に
依
っ
て
鍛
ふ
る
も
多

く
、
貨
に
年
中
共
の
暇
な
か
り
し
か
ど
、
太
平
打
額
宮
け
る
に
依
り

て
、
間
治
以
後
は
務
用
等
も
滞
く
、
打
物
主
命
宇
る
人
甚
だ
稀
な
る

に
よ
り
、

鍛
冶
共
も
叫相
t

零
滞
在
し
た
り
け
ん
o
改
作
所
信
記
に
減
せ

た
る
質
永
三
年
四
月
十
村
役
共
の
一宮
上
書
K
、
金
調
開
万
鍛
治
共
年
k

困
窮
致
し
、
及
=迷
惑
-
候
付
、
河
北
郡
由
民
地
御
林
、
上
山
・
北
袋

市
制

御
林
、
小
竹
御
林
、
問
屋
御
林
.
下
苅
被
=
仰
付
一
御
役
銀
毎
歳
指
上

可
v
申
首
相
阪
、
殺
若
家
卒
・
光
平
・
幸
昌
・
信
貞
-出
家
忠
・勝
国
等
之
人

々
は
御
林
七
夕
所
之
下
苅
被
a
仰
付
↓
と
見
b
.
正
徳
六
年
四
月
図
卒

金
湾
古
蹟
志
巻
廿
七

O 

り
.
湯
加
減
の
秘
停
を
相
偲
せ
し
む
。
と
い
へ
り
。
共
の
由
来
は
詳

な
ら
や
'
と
い
へ
ど
も
.
鍛
冶
町
よ
り
肉
寄
り
の
枇
地
な
る
故
左
ら
ん

か
。
さ
て
哲
務
中
は
鍛
冶
共
の
中
に
扶
持
米
・給
銀
等
を
宛
行
ひ
、

臨
時
大
小
刀
長
刀
鉛
矢
根
等
を
命
ぜ
ら
れ
だ
り
。
鍛
冶
共
の
由

緒
艇
を
見
る
に
、
利
常
卿
の
時
、
勝
図
妓
若
家
忠
幸
昌
・消
光
等

へ
太
刀
一
腰
宛
命
ぜ
ら
れ
.
高
岡
瑞
慌
寺
へ
納
め
ら
れ
.
文
元
秘
家

忠

へ
鎗
身
五
百
筋
命
ぜ
ら
れ
.

一
人
に
て
打
上
げ
、
光
子
へ
大
身
鎗

五
十
筋
。中
身
鎗
百
筋
命
ぜ
ら
れ
、
時
服
綿
布
・
銀
子
等
過
分
K
賜

は
り
た
る
よ
し
紀
刑判せ
り
。
有
期
伸
武
氏
の
古
兵
談
抽
出
務
処
に
云
ふ
。

利
常
卿
の
時
、
伊
達
正
宗
入
来
し
給
ひ
、
御
領
図
の
鍛
冶
共
能
く
打

申
由
.
新
身
御
所
笠
被
ν
成
度
と
の
都
に
付
、
帥
臨
に
銑
傘
銑
若
・
中部

忠
勝
図
等
の
打
ち
た
る
新
身
自
制
刊
の
大
小
刀
二
十
腰
御
出
向
し
被
v

成
、
皆
k

能
く
切
れ
市
也
。
御
近
期
間
の
活
き
衆
に
鴛
一
一
御
義
-
候
へ
と

仰
せ
ら
れ
被
ν
逃
。
と
い
ふ
一
品
見
b
た
り
。
+
A
鍛
治
に
上
作
・
下
作
の

位
付
あ
り
て
、
上
中
下
の
等
K
分
て
り
。
貞
享
元
年
八
月
鍛
冶
附

取
捌

E
花
、
品
班
若
・
勝
図
高
平
吉
家
勝
家
・盟
稽
・
非
人
小
昼
間同在

消
光

粂
則
主
上
と
し
‘
光
図
友
連
家
千
・
友
信

E
中
と
し
、
守
極

幸
昌
俊
装
越
中
清
光
二
代
忠
吉
・
信
貞
E
下
と
定
め
た
り
。
貞
享

家
忠
・包
腕
・
光
一
平
・幸
白
勝
家
・
関
霊

山
県
腕
等
よ
り
町
車中
行
へ

義
出

し
た
る
願
書
花
、
去
年
も
度
々
御
歎
申
上
候
通
.
人
々
困
窮
仕
.
共

上
公
儀
井
御
家
中
細
工
ひ
し
と
不
v
被
=仰
付
一

粥
《及
=一潟
命
一
就
ν
夫
河

北
郡
変
池
村
田
屋
村
・
小
竹
村
・
北
袋
村
上
山
村
・
一
瀬
村
六
ク
村

御
林
下
苅
之
儀
、
先
年
之
泊
三

ヶ
年
之
年
季
に
而
被
a
仰
付
日被
v

下
線

陀
と
の
願
也
。
布
等
の
都
共
に
て
.
質
武
・
疋
徳
の
頃
よ
り
鍛
治
一
統

衰
微
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。
此
の
後
々
は
尚
更
零
落
し
て
.
迫
々
共

の
子
孫
も
断
絶
し
、
附
山
花
子
孫
連
綿
せ
し
者
も
刀
鍛
を
鍛
ふ
る
事
稀

な
り
し
が
.
明
治
陵
務
置
腕
の
際
、
士
族
共
股
刀
の
御
褒
令
に
付
吉
、

刀
叙
は
不
用
物
陀
凪
し
、
開
歯
車
耐
園
初
以
来
数
代
連
綿
の
鍛
冶
共
も
悉

〈
共
の
業
主
股
し
、
今
は
鍛
冶
町
の
鍛
冶
屋
敷
も
名
の
み
に
て
‘
漸

く
存
在
せ
し
鍛
冶
と
て
も
、
僅
に
大
工
道
具
な
ど
を
鍛
ふ
る
の
み
と

な
れ
り
。

O
鍛
冶
家
次
傍

加
越
能
鍛
冶
由
来
考
に
一再
ム
。
家
次
が
一万組
は
図
次
と
て
、
越
前
千

代
鶴
の
流
也
o

家
次
陀
至
り
加
州
に
来
担
、
能
美
郡
能
美
村
橋
爪
と

一再ム
所
に
居
住
す
。
図
り
て
橋
爪
物
と
い
へ
り
。
文
明
・長
亭
・延
徳

の
頃
也
。
二
代
家
次
は
卒
称
の
頃
也
。
是
よ
り
鍛
代
同
所
に
居
住
す




